
SURFTECHNO.JP の今後（概要編） 
 
1. はじめに 
    SURFTECHNO.は,H18 年から道路維持管理の IRI に関する調査機械の開発を行

なってきたが道路環境は激変した。 
自動車・道路表面舗装の高機能・高性能化や沿道環境（交通振動規制）の変化に

「維持管理手法がミスマッチ状態」になっていて,「時代遅れ」である。 
SURFTECHNO. は IRI 調査機械の開発を進める中でここらの知見を得て,時代に

相応しいこれ等の調査・研究・開発を進め,「令和 1 年に試作品レベルが仕上」がっ

た。 令和 2 年度から周知活動と営業推進を計画していたが,新コロナの関係でスト

ールしてしまった。ネット環境を使った活動をしたが,直接面談を断られて進捗が思

わしくない状況である。 
 

2. ミスマッチの内容と改善策および実施案 
   時代遅れは次の 3 点である。 

（1） 現代車両の高機能（ABS ブレーキ）に対応してない「すべり調査方法」。 
（2） 路面凹凸による沿道環境保全影響の対応が無い。（環境省：振動規制法） 
（3） 舗装の構造的健全度推計の根拠が乏しい。クラック率は相関が良くない。 
これ等により「下記の問題・課題の発生」が想定できる。 

① 車両が更なる進化して「自動ブレーキ装着時代での事故」が想定できる。 
② 環境保全に「振動が加わり住民訴訟」が起きる。 
③ クラック率と舗装強度の「関係は悪く経済効果が悪い」。 

   改善策と実施案 
     ア：すべり摩擦係数⇒静摩擦係数にて路面の整備を推進する。：「測定器・完成」 
     イ：乗り心地計算（IRI）の逆計算から励起振動を算出する。：「ソフト完成」 
     ウ：わだち部の縦断形状変化と強度の関係調査から回帰予測。：「調査研究完」 
    走行中に静摩擦係数が測れる独特な機講構造の「測定器を開発」し従来の IRI 測

定器に取り付け「一度の走行で路面性能が判る」車両改良。（滑らず・平らな路面） 
    また,「わだち部の縦断形状変化」と「舗装強度」の関係を調査研究した結果,「高

い相関係数を得る」ことができた。他には,クラックカメラとわだち目視調査が出来

る System である。 
調査結果は,「点検要領に随った調査結果票」に「OP として舗装健全度・交通振動

予測」を追記する形式を執る。 
    これであれば,俯瞰的には国の政策に同調しており,現場サイドの悪しき前例主

義・既得権益等が起きずスムースな改善が望めると思われる。強力に推進する。 
 



3. 今後の予定：市場は大きい,今が商機：数十億円／年 
（1） 試作レベルは,完成しているから,実用性確認のパートナー自治体を探す。 
（2） 実用確認を自治体と協働する。（短期間に有用性を立証する。） 
（3） 事業計画を作り,本格的に営業活動を開始する。 
 

４.販売商品：廉価な点検 System： 
測定器の呼称：   処理解析：（単位） 

 ①：IRI プロファイラ：IRI 解析専用ソフト（PC 版）(mm/m) 
         OP：構造的健全度解析専用ソフト（舗装体 E・路床の支持力・他） 
         OP：交通振動予測（db(a)） 

②：すべり測定器  ：静摩擦係数(μ)解析専用ソフト 
③：クラックデジカメ：AI ソフト・クラック率（％） 
４：わだち掘れ(目視) ：掘れ量（ｍｍ）（表層厚の 50ｍｍを目視基準）：大・中・小判別 

 ５：調査結果のまとめ：舗装点検要領を順守するフォーマット形式・電子地図貼り付け 
5. 調査の流れと調査結果の表示 

Step-1：簡易版「舗装点検車両」で現地データを収集（一般車両と併行可） 
① 解析結果（点検要領） ②結果の e 地図表示 

Step-2         IRI 
 
         
        ←縦断形状 
        の復元・活用 
                         （路面性能・健全度 
    解析センター構築中                を旗色表示）      
                           前方デジカメ 

Step-3：                       
 
             OP       
  
                
 
             詳細 解析結果 
                            
                       簡易版調査車（点検要領車） 
 
             図-1 調査の流れと成果物 

IRI 解析 

 

 

詳細解析 
 
健全度予測 
③ 強度予測 
④  路床支持

力 
① 交通振動 
② 他 
 

AI・目視 
(Cr・Rd) 

 

IRI 測定輪 

すべり輪 



6. 具体的推進方法 
  道路の維持管理の財源は国民の血税であり,経済的で「持続可能な方法」で無ければな

らない。 
①「周知活動が必要不可欠」と思い効率的な方法を探索する。例えば,先ずは「自治体総

合フェアー等に出展参加」してチャネルを作る。 
  NET 活用した DM 等も検討する。 
 ②自治体との協働実験で技術の成立性を立証する。（近くの自治体・住民参加情報提供） 
 ③ ②の成果で水平展開を図る。（営業体制を整える） 
 
7. 協働実施案の概要 
  タスク①～⑥迄が流れの主幹です。 
           ②調査必要の可否決定  ③H29 型調査の実施・解析 
 ① 利用者情報 
 
 
 
                      
 
 
           
  ④ 詳細解析                点検要領順守の調査結果 
 
 
                   ⑤ 電子地図を用いた情報開示 
 
 
 
 自治体管内路線図 
 調査計画や結果の 
 表示をｅ地図にて 
 開示する。 
 
 
 
 
                 図－3 調査結果の情報開示    

市民情報を精査して ,調査

箇所序列をつける。 
将来は AI 活用した System 
にバージョンアップする。 

市民からの情報 
（情報は画像） 

スクリーニング分析・解析 調査計画書： 
① 調査必要の可否 
② 調査要の路線と場所 
   ↓ 
調査の実施 
① 点経緯要領順守 
② 結果の開示（電子地図） 
 
 

 

健全度解析 

自主管理計画 

住民に開示 



8. 成果物： 
          
  ⑥ 点検要領順守調査結果票：ＯＰ（健全度予測）の追加 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         図－4 点検要領＋健全度予測の調査結果票 
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点検要領 OP：健全度予測 


